
（1川旧地区におけるキュポラによる粉じん公害実態調査

まえがき

川口市は古くから鋳物の町として栄え、これの溶解施設は、昭和48年3月現在511基の多き

を数え、ここから発生するはいじん、雇音、振動等は、公害問題としてしばしば地域住民から苦情

がうったえられてきた0特にキュポラから排出するはいじん量ほ、0．5～6．2グ／Nポ（石野享：

日本鋳物協会関西支部公害対策研究q1965）あるいは6～12汐／N7d（G・Engels：

AFS・Transactions　－1970）といわれ、生活環境を汚染していることは事実である。

そこで今後の環境室備と施設の無公害化の推進に寄与することを目的として、まず公害発生源とな

っているキュポラ把ついて、規制法令と中′」、企業という特殊性から、その経済的立場を検討Lなが

ら最適の技術的対策を採用し得べくその防止設備についで調査するとともに排出はいじんあるいは

集じん装置掃集ダストの重金属組成、粒径分布等を調査L、これが周辺環境の汚染にいかなる影響

を及ぼしているかを把達するため、工場密集地域およびその周辺地域において、降下はいじん、浮

遊粉じんについて、その量、重金属組成等について調査Lたので、その概要を報告する。なお本調

査にあたり川口市役所公害部、川口鋳物工業協同組合の多大のご協力を頂いたことを深く感謝する

次第である。

1　発生源調査

1－1調査時期、昭和47年4月～48年3月

を鶏　ト2－1はいじん量調査

主として県条例対象キュポラ（羽口断面積0．3～0．5ポ、溶解能力2、0～3．5t／br）につい

て、比戟的低廉な集じん装置を設備した工場において、実際の稼動状況のもとで、JIS Z8808

の方法により排出はいじん濃度を測定Lた。また、集じん装置入口において測定可能の工場把おい

ては、入口濃度を測定し、装置の集じん効率も調査した。

1－2－2　はいじんの粒径分布調査

集じん装置で捕集したはいじんについて、44β以上ほ、RO－Tap振盈機による締別法、そ

れ以下の粒子については、Andreasenplpette把よるピペット法で測定Lた。

1－2－3　はいじんの金属組成

JIS Z8808　により採取したはいじん把ついて、JIS．KOO97「崖道排ガス中のカドミウ
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ムおよび鈴の分析法」に準じて、試料を低温灰化後　塩酸．過頭化水素溶出、直療法により、原子数

致光光度法で測定した。

1－3　調査結果

1－3－1　炉頂式集じん装置

（1）低圧多段排口洗浄集じん装置

この装置の集じん機構ほ、図1に示すごとく、散水ノズルは2段式で、炉頂に多数の排気口を設

け、低圧でガスを排出し、空気インジュク

クーにより施回気流を与え、鎖水族および

装置上部の水屑を通過することにより除じ

んする方式であり、洗浄水は150ゑパー－in

を循環使用する。（設備概算255万円）

キュポラ諸元および操業条件は表1のと

おりであり、この条件下で測定した結果を表

表2に示す。

図1．低圧多段排口洗浄集じん装置



原子吸

】を設

表1　キュポラ諸元および操業条件

表2i則定結果

測定個 所 集　 じ　 ん　 装　 置　 出　 口

測定月　 日 3月 1 4 日 4 月 2 5 日 7月 1 4 日

水　　 分 1 5，0 ％ 1 5．4％ 1 6．2 ％

排ガス温度 3 0　0 ℃ 2 4 0 ℃ 1 8 0 ℃

流　　　 速 4．7 7花／ s e c 4．4 7た／畠e c 3 9 7花／血i凸

煙　 道　 径 9　5　0 仇m

排出ガス量 9 7 N 7ガ／m i n 1 0 0 N 7ば／m in 1 0 1 N 扁／m i n

ほ

＼、・

1 2，7 i．7 1 1．1 6

2 1．9 1．5　6 1．0　6

じ

ん

∈：∃

3 1．6 1．5　3 0．6　7

星

（
㈹

4 1．9　3 0，8　9

5 1．4　3

　） 平均 2 1 1．6　3 0．9　5

稀　　　 要

排気口・散水水圧気液接 散水部増設 ・空気インジ

触の良化を図る改造後の エクー把よる施回気流を

調査 与える改善実施後の調査

この測定結果から、本装置により県条例規制基準0．8グ／Nポを満たすためには、操業条件その

′他にかなりの工夫が必要であると思われる。

また本装置入口（キュポラ炉体塗付着はいじん）および出口（集じん装置排出口側壁付着はいじ

ん）の粒径分布測定結果は、表3および図2に示すとおりであり、排ガス中のはいじんが均等に側

壁紅付着したものと仮定すれは、本装置紅より、50〃以下の粒子を捕集することは困寮のようで

ある。
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山、

表3　ばいじんの粒径分布

集 じん 装 置 入 口 採 取 は い じ ん 集 じ ん 装 置 出 口採 取 ほ い じ ん

（ダ ス トの 密 度　 2．9 0 伊／ c戎 ） （ダ ス トの 密 度　 2 守 5 伊 ／ c戚）

粒　 径 （β）
変 数 分 布 積 算 分 布 t

粒　 径 （〟）
度 数 分 布 積 算 分 布

f （刻 R　 阿 f　 阿 R　 圃

1，0 0 0 1．8 1．8 5 0 0 0 7 0 ．7

5 0 0 8 ．4 1 0．2 2 9 7 2，9 3 ．6

2 9 7 1 2 ．6 2 2．8 2 1 0 8 ．6 1 2．2

2 1 0 1 0．0 3 2 ．8 1 4 9 1 9 ．1 3 1 ．3

1 4 9 1 4 5 4 7．3 1 0 5 2 2．4 5 3 ．7

1 0 5　　　　　　　 1 2．7 6 0 ．0 7 4 1 9 ．8 7 3 ．5

7 4 1 0．0 7 0．0 5 3 5 ．2 8 2 7

5 3 8 9 7 8 ．9 4 4 5 ．8 8 8 5

4 4 6 7 8 5 ．6 3 2 ．9 3 ．3 9 1 8

2 4 ．2 5．6 9 1 ．2 2 3 ．0 1 8 9 3、6

1 0 ．6 4 ．9 9 6 。1 1 9，1 2 ．6 9 6 ．2

2 ．4 2．8 9 8 ．9 9 ．9 1 ．5 9 7．7

0 1．1 1 0 0 ．0 6 ．8 0 ．7 9 8 ．4

3．8 0 ．3 9 8 ．7

2．6 0 ．3 9 9．0

0 1 ．0 1 0 0．0

図2．粒径分布

■＋‘　萄宣入口ダスト

R36，8＝190〟

n＝＝1．11

b／＝138×10‾3

△－△　装置出口ダスト

R36．8＝140一山

n＝＝1．6　3

b／＝1．72×10－4

且

ワ6

P0 l

／

b‘

か モーb Dx 川 0＿10 bb x lOO
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なお、第2臥第3回はいじん測定の際、得られた円筒ろし捕集はいじんの重金属組成重金属排

出量は、表4のとおりでありだいぶ大きな変動を示しているが、これは、操業条件の変動、原料材

質の変蓼によるものと思われる。

表4．キュポラ排出はいじん重金属

一02

採 取

月 日

排出ほいじ

ん量（鋼廠う

はいじん中量金属含量（ppm ）

F e

×103

Mn

×103
Zn Pb Ct王 Cr N i Ⅴ Cd

4／25

7／14

4／25

7／14

1．71 188 285
3620…
1553　∫1420 263 88 138 21

1．56 119 150 3060　　999　　960 395 164
179 8

1．53 133 168 2780　1149　　997 404 164
148 10

1，93 66 78 1090

4730

3090

1 543 466

3326 1320

1514 1033

802 1365

250 78 79 6

1．43 179 216 512 184 218 21

365 136 152 13平　均 137 179

1．06 156
害141
3090 218 29362 308 11

0．67 123 160 3820 ユ211 938 787 149 381 4

0．89 145 120 3210 934 1350 2508 28542 179 5

平　均 142 141 3370 982 1218 1171 19351
289！ 7

排出はいじ 重金属排出量　 （m伊／Nポ）

ん量（㈱
F。璽M。 z。I pb c。毒cr l N i

Ⅴ Cd

171 321．0　487．0 6．18 2，65
　　　 l　 ‡
2．25　0．45　 0、15　0．24 0．04

1．56 186．2　234．5 479 1．57 1．50　062　　0、26 0．27 0．0】

1，53 203．0　257．0 4．24 1．75 1．52
0．62！0．25

0．23 0．02

1．93 256．0 301．5 4．20 2．10 1．78 0．97 030 0．30
0．02

1．43 256．7 3095 6．77 4．76 1．89 0．73 0．26 0．31
0．03

平　均 244．6 317．9 524 2．57 1．79 0．68 0，24 0，27
0．02

1，06 1650 149．2 3．26 0．85 1．44 2．30 31．01
0．33 0，01

0．67 82．0
H
106．3 2．54 0．81 062 0．52 0．10 0．25

Tra

0．89 129．2 107．6 2．87 0．83 1．20 2．24 25．45
0．16 T ra

平　均 125．4 121．0 2．89 0．83 1．09 1．69
　 山
18・85 lO・25 Tra
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（妙　強制吸引潜水式スクラバ

材料投入口上部から、排ガスを吸引、サイクロンに導き、遠心力による1次集じんを行なった後、

図3一　強制吸引潜水式スクラバ

√ ⑦　 「⑧

⑤ く）

－⑤

□

⑨「＼⊥

u

・ト＝一

ぐ、し｛
、草

ロ

ロ

①う

愈

l

ミ、

■r星

¢

u

l

円

；ミ

十

十

＼

∴ 十
ここモ

盲

④
①
①
③
皿
⑤
④
①
＠
㊥
⑲

キュポラー本体

攻　入　口

塵　道（第1次捕集）

クーリングタワー（第2次捕集）
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た後、

寄集）

洗浄筒把よって散水による2次集じんを行ない、真に3次集じんとして潜水通過把よる集じんを行

ない、ミスト除去後プロ了把より排気を行なう方式で、使用水量は150－160ヱ／min　で圧力

損失は、200卿Aq春慶である。（設備費故算　400万円）

表5、キュポラ諸元および操業条件

溶解能力　　　　　 2．2 t ／ b r 羽口断面積　　　　　 0、3 3 戒

送風量　　　　　　 3 5 7ガ／ m in 出場湿度　　　　　 1 4 0 0 ～ 1 5 0 0 ℃

原 材 料

配 合 割 合

銑　　 鉄 故　　 銑 もどり材 石 灰 石 コークス比

4 0 ％ 4 0 ％ 2 0 ％ 3 ％ 1 5 ％

表5の操業条件下で排出はいじん量を測定した結果は、表6のとおりであり、ミスト除去装置の

改良を実施した後の成績は、既設キュポラに対する県条例規制基準内に止まる値を示した。

表6，測　定　結　果

測　 定　 箇　 所 集　 じ　 ん　 装　 置　 出　 口

測　 定　 月　 日 4 月 1 3 日 6 月 2 0 日

水　　　　　 分
2 0 ．6 ％　　　 】

2 1．8 ％

排 ガ ス　 温 産 5 0 ℃ ～ 7 4 ℃ 6　0 ℃ ～ 6 8 ℃

流　　　　　 速 7．6 仇／ s e c 7．6 m ／ s e c

崖　　 道　　 径 5　8　0 仰l

排 出　 ガ　 ス　 量 9 9 N 正 ／ m i n

は 1 l．2　4 0 ．8 1

＼ヽ

じ 2 1 ．3　3 0 ．5 1

ん

【≡∃
旦

3 1．1 5 0 ．7　0

（
抑

＼＿．′

4 1 ．2　8 0 ．4 1

平　 均 1 ．2　5 0 ．6■1

摘　　　　 要

ミス ト除 去装 置 の 改 良実

施 後 の調 査

－19－
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また、1次集じん、2次集じん、3次集じん機構で集じんしたダストの粒径分布は、衰7および

図4のとおりであり、1次集じん機構では粒産の粗い、せまい分布を示すダストを捕集し、3次集

じん機構でほ、比較的粒庭が小さくかつ、ひろい分布を示すダストの捕集が可能であることがうか

がえる。

表7．粒径分布調査

粒 径 ∈

（ 〟 〕 】

一 次 集 じ ん 捕 集 ダ ス ト 二 次 集 じ ん 捕 集 ダ ス ト 三 次 集 じん 捕 集 ダ ス ト

（ダ ス ト密 変 2 ．5∠拶 ／ c戚） （ダ ス ト密 変 2 ．4 0 わ 局 ） （ダス ト密 匿 2 ぷ 糾 誹

変 数 分 布

f 晦 ）

積 算 分 布

R 匪 ）
f　 匪） R　 紛 f　 ㈲ R　 ㈲

1 ，0 0 0 3 ．9 3 ．9 2 ．0 2 ．0

l　　 5 0 0
2 3 ．8 2 7．7 5．2 7．2 1．2 1．2

2 9 7 3 0 ．9 5 8 ．6 1 6 ，3 2 3 ．5 3 ．9 5 ．1

2 1 0 1 6 ．5 7 5 ．1 1 7．5 4 1 ，0 5 ．1 1 0 、2

1 4 9 1 5 ．7 9 0 ．8 3 0 ．0 7 1 ．0 1 5 5 2 5 ．7

1 0 5 5 ．4 9 6 ．2 1 6 ．2 8 7 ．2 1 4 ．4 4 0 ．1

7 4 1 ．7 9 7 ．9 6、7 9 3 ．9 1 1 ．1 5 1 －1

5 3 0 ．7 9 8 6 3 ．0 9 6 ．9 1 0 ．4 6 1 ．5

4 4

2 8 ．2

1 2 ．6

3．2

0

0 ．2

1 ．2

9 8 ．8

1 0 0 ．0

0．7

2 ．4

9 7．6

1 0 0 ．0

7．0

7．0

1 5 ．0

5．2

4 ．3

6 8 ．5

7 5 ．5

9 0 ．5

9 5 ．7

1 0 0 ．0

一2　0－



図4．粒　径　分　布

ーー・一－－－■一次集じん捕集ダスト

R36．8＝45　0／‘

n＝1．6　4

b′＝2，44×10‾5

△一一一一左二次集亡ん捕集ダスト

R36，8＝＝230／上
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b／＝8．5　5×10‾5

サー－－－－Y三次集じん捕集ダスト
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なお、排出はいじんの重金属含量および排出量ほ、表8のとおりである。

（3）水洗遠心力集じん装置

炉頂からの排ガスを水洗し、プロペラの回転により水滴とともに、遠心力で外周壁にたたきつけ、

⑩　ダス†を分狂する方式で、散水は、130～150ヱ／血nを循礪使用する0（設備概算250

万円）

表9．の条件下で、集じん装置入口（キュポラ炉体）および出口においてはいじん量を測定Lた結

果は表10のとおりであり、本装置の集じん効率ほ745％であるが、規制基準値内に集じんする

ことほ困難なようである。

なお、排出ほいじんの重金属分析結果を、表11に示す。
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野’‾「

（4）多段水洗集じん装置

図に示すごとく、ウエットキャップ2箇とじやま板により、耕ガスは3層の水膜を通過すること

により、除じんする方式であり、使用水は約200ヱ／血血を循環使用する。（設備概算120万円）

調査結果を、表12．13．に示す。

表Ⅰ2．キュポラ諸元および操業条件

溶解能力 2 2 t／ br 羽口断面環　　　 0 3 3 椚2

送風量 3 5 7浮／m in

原　 材　 料 赤 が ね　 故　　 銑 鋼　く　ず コークス比

配 合 割 合 1 8 ％　　　 5　5 ％ 2 7 ％ －　 1 3 ％

表‡3．

測　　 定　　 箇　　 所 集 じ ん 礫 ・出 口

測　　 定　　 月　　 日 4 7 ． 8 ． 8

水　　　　　　　　 分 1 1 ．8 ％

⇒非　 ガ　 ス　 温　 度 4 9 ℃

流　　　　　　　　 速 6 ・S 乃レ／s e c

は い じ ん 量

1 3 ．1 5

2 3 ．7　0

（伊／ N Tガ ） 3 3 ．4 0

平 均 3 ．4 2

1－3－2　定置塾・洗浄集じん装置

（1）NCコレクタ集しん装置（スプレイ及び留水式炭浄＋マルチサイクロ／乗じん方式）

炉頂ウエットキャップ集じん後の排ガスを、水洗シャワー把より、冷却と粗粒子の捕集を行ない、

次にNCコレクターに導き、水洗および水腹通過により予備集じんを行ない、サイクロネットと称

する小型マルチ・サイクロンにより飯粒子の捕集を行なう方式で、使用水量は、0，1且／扉（液ガ

ス比）である。（設備概算　2・O tキュポラ用　200万円、3．5t　キュポラ用　400万円）

本装置については、試験的に設置したA社、A社で実験した装置を設聴LたB社および番犬塑化

したC社について測定した。
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≒
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・
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表14．キュポラ諸元および操業条件

工　　 場　　 名
A　 社 】 B　 社 C　 社

溶　 解　 能　 力 2．O t／b r 1．5 t／ b r 3．5 t／h r

羽 口 断 面 積 0．3 3丁ば 0 2 8 3 了ば 0．5 0 2 7ぱ

送　　 風　　 量 3 4戒′ちIi n 5 5 7兢 i工l

原
科
配
合
割
合

」

銑　　　 鉄 9 0 ％

1 0 ％

1 4 ％

2 0 ％ 4 0 ％

改 姓

鋼 く ず

もど り 材

コークス比

3 3 ％

4 7 ％

1 3 ％

6 0 ％

1 0 ％
川

表15．測　定　結　果

工 場　 名

痢j 定 箇 所

A　 社 B　 社 C　 ＿生 ▲

集 じ ん

機 入 口

菓 モ‾云

機 出 口

集 じ ん

機 入 口

集 じ ん

機 出 口

集 じ ん ！機 出 口
集 じ ん 機 出 口

測 定 月　 日 4 7． 6． 2 3　　　 ！ 4 7． 8． 1 6　n 4 7． 乱　 3 0 4 7． 9． 2 5 4 7． 1 2． 1 4

水　　 分 （％ ） 2．9 4 0 5．9 1 2．2 1 0．2 7．3 8二Z

辞 ガス 温 度 （ ℃ ） 9 0 2 9 ！ 2 2 0 5 0 4 6 4 0 4 2

恒　 産 （ 1n ／／s e c ） 1
　 4 4
u

　 n
6．9 7 7 1 0．2 1 1．3 1 1．9 2 0．1

崖 道 径 （ m 乃L 〕 3 3 0 2 4 0 3 5 0 2 8 0
2 8 0 2 8 0 4 5 0

排 ガス 流 量 （ N 戒／1 n i n ） 1 7．0 1 6．9 2 4 7 3 0 0 3 5月 3 8．4 1 6 6．0

は い じ ん 量

1 0．3 8 0 ．0 9 5 1．9 6 1．4 0 0 3 9 0 ．5 3 0、9 2

2 0．5 1 0＿0 8 9 3．5 8 1 9 1 0．5 4 0 ．6 0 0月 5

3 0．3 7 0．0 9 6 0．5 4 0．6 3 0．8 3

（タ／／N 戒 ） 4 0．3 4 0．1 0 3 0 6 9 0．6 1 1＿1 0

5 0．5 4 1＿2 4

平 均 0ノ1 0 0．0 9 6 2．7 7 ’ 1．6 6 0．5 4 0．5 8 0．9 9

ー2　7－



「

実験的に設置したA社についてほ、ウエットキャップ上書旺フードを設けダクト把より装置紅接

続Lて運転した場合の測定結果であり、フード周辺の空気を多量に吸引したものと思われ、入口、

出口ともにはいじん量は非常に少なかったが装置の集じん率は76％であった。A社で実成した装

置をB社に設置したものについで測定した結果、第1回の測定では、含じんミストの飛散が多く、

平均1，7タ／Nガ程度のはいじん量であったがミストキャプチャーの改良により、第2回、第3回

の測定でほ、既設キュポラ把対する規制値以下の成績をおさめた。

なお、装置の集じん率ほ、第1回目の測定では、約40％であった。第2回、第3回の測定は、

入口濃度の測定を行わなかったが、第1回測定春慶の入口濃産であると仮定すれは、約牒0％とな

った。

また、装置を神大蟄ヒしたC社について、測定Lた結果は、含じんミストの飛散がやや多く、規制

値内におさめることができなかった。

B社における集じん装置輔集ダストの粒径分布は、表16および図8のとおりであり、NCコレ

クターの集じん機構は、巾広い分布をもつ、粒産の小さい粒子の捕集が可能のようである。

また、排出はいじんの重金属分析結果は表17のとおりである。

表16，B社捕集ダスト粒径分布

粒 径

（β）

水洗浄捕集ダ ス ト N C コしメタ捕集ダ欠 ト

（夜露 2．2 5 タ▲力 釦 （密藍 2．2 5 グ／今7か

度数 分 布 積 算 分 布 変 数 分 布 庵 算 分 布

f 囲 ． R 匪） f ㈲　　 R 匪 1

1β0 0 0．1 0．1
」

5 0 0 0．7 0 8

2 9 7 3．0 3，8 3 8　　　　　 3 8

2 1 0 4 8 8．6 5．9　　　　　 9 7

1 4 9 1 3て 2 2 ．3 9．6　　　　 1 9 3

1 0 5 2 1．3 4 3．6 6 3　　　　 2 5．6

7 4 1 9．5 6 3 1 5．0　　　　 3 0．6

5 3 1 2．3 7 5．4 6．7　　　　 3 7．3

4 4 7．1 8 2．5 6．3　 蓼　　 4 3・6

2 2 β 1 0．1 9 2．6 1 8．4　　　　 6 2J〕

1 0．8 4 7 9 7．3 8，4　　　　 7 0．4

1．6 2 ．0 9 9．3 1 2．6　　　　 9 3 ．0

し　 0 0，7 1 0 0．0 7 0　 1 0 0 0　　　＿J

軽
　
重
　
但
　
東
．
∞
図
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（2）洗浄及び水膜通過式集じん装置

図9に示すごとく、材料殺人口下部および炉頂ウェットキャップ集じん機からの排ガスを、サイ

クロン燃焼室で再燃焼、粗粒子捕集を行なった後、水洗および銀水膜を通過庭よる除じんを行ない

ブロ了により排気する装置で、使用水量は約600且／血n　を循環使用し、装置の圧力損失は

250花乙mAq　程度である。（設備費概算500万円／3トンキュポラ）

図9．洗浄及び水膜通過式集じん装置

仔）キュポラ

（∋　炉頭集じん捺

③　サイクロン燃焼室

（参　‥鎖水膜通過式集じん撥

⑤　排風磯



表18　キュポラ諸元および操業条件

溶 解 能 力　　 3．O t／ b r 羽 口断 面 積

送 風 量　　　 4 7 7淫／m i n

原 材 料

配 合 割合

銑　　 妾矢
n　戻 り 材 鋼　 く　ず

1 0％ 6 （）％ 3 0 ％

竜顔
表19　測　定　結　果

定　箇　所

定　月　日

集じん機入口

47年10月12日

集じん機出口

47年10月12日
ト㌦ 肝　　　 「 l

1 1．7％水　　　　　 分 1 0．0％

排ガス　濫変 5　2 0℃
1　　 4 9℃

流　　　　　 速 9．77花／sec 6 6珊／sec

煙　　 道　　 径 6　5　07花m 5　0　0？花7花

排 カ　ス　托量 6 6 6N肌 1in 6 6 0 N楓パIl

山
l l 1　 1 】q －　　　　 0・5 7

ほ　い　じ　ん

（ダ／N了迂）

荒 量 6 6 6 N 戒／／ム in 6 6 0 N 楓パIli n

山
l l 1 】q 0．5　7

∈ヨ：豆　 2　3 1 5　7 0．6　3

1．4 1 ※ 1 2　6

萱平均
1．3　6 0．汽　2

考
① Ⅹ含 じん ミス トの混入

② ※を除 く平均 0・6 且 ＿

表18の操業条件下で測定した結果ほ表19のとおりであるが、入口測定は、図9に示すごとく

洗浄筒に設けられているため、測定中は洗浄水を遮断して測定した結果である。また出口測定にお

いて、送風開始後の時間の樫過に従って、含じんミストの飛散が多くなるような傾向カミみられ、窮

4回目の測定は含じんミストの混入が激しく測定不能となった。本装置は、何等かの方法によりミ

スト除去を行うことが必要と思われる。

なお、集じん磯入口捕集はいじんの分析結果は、表20のとおりである。

ー31－
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（3）充項塔式填じん装置

図10に示すごとく、キュポラ材料投入口上部から摸ガスを吸引、冷却管により水洗および冷却し、

ステン′レス網上に充填したラッヒリング水屑を通させ、デミスタ把よりミスト除去後ブロ7により

排気する除じん方式で、装置の圧力損失は2507花7花Aq　使用水量は水洗冷却用に2JO助in

を循環使用し、ラッヒリング水屑には50ヱ／皿in　を補給水として使用する。

（設備費概算　250万円）

調査結果は、表21および表22に示すとおりであり、おおむね県条例規制値内におさまる成績で

であった。

表21．キュポラ諸元および操業条件

表22．測　定　結　果

測　 定　 箇　 所 集 じん磯 出 口

病り　定　 月　 日 4 7， 1 2 ． 1 9

水　　　　　 分 1 6 、6 ％

排 ガ　 ス　 塩 症 5　6　0 ℃

流　　　　　 速 2 1 】 77レ／s e c

魔　　 道　　 径 3　5　0 〝け乃

排 ガ　 ス 流 量 1 0 0 N †ば／ 汀1 i n　　　　印

ば い　 じ　 ん 量

1 0 ．7　0

2 0，8　5

（タ／ N 刀子）

」

3 0 ．7　4

平　 均 0．7　6

－3　3－
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（4）再燃焼餅ガス洗浄集じん装置

図11に示すとおり、キュポラ材料投入口上部から、排ガスを再燃焼室に導き、点火バナーにより、

Cdガスを完全に燃焼させ、かつ慣性力により粗大粒子の分離を図り、真に洗浄室に導いて水洗把

よりダストを分離する方式である。調査結果は、表23　24把示すとおりであるが、送風機系統

の故障により、通常の60％程度の送風条件下で測定したデーターである。

囲11。再燃焼餅ガス洗浄集じん装置
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表23．キュポラ諸元および操業条件

表24．制　定　結　果

測　定　箇　所

測　定　月　日

水　　　　　分

排ガス海産

集じん磯出口

48．1．12

10．8％

流　　　　　速

煙　　道　　径

86乃も／sec

4　5　07乃了花

排 ガ ス　 流 量 6 3．5 N 新 Tli

　　 1

はい じん量　 2

0．6 6

0．9 5

（タ／ N 7ば） 王　 3

！平 均

　 0．7 6

！ 0・7 9

1－3－3　乾式集じん装置

（1）強制施回流塑集じん装置

図12のフロシートに示すごとく、キュポラ材料穀入口下方から取出された排カスは、まずサイ

クロン把入り、ここで粗粒ばいじんは除去される。この際入口に設けられた点火バーナーにより、

COガスは完全燃焼される。サイクロンを出た燃焼ガスは予熱器に入り、ここで羽ロに入る空気と

熱交換され、耕嵐優により、4重の強制旋回流塑集じん器匠入り遠心力によりダストを分離捕集す

る装置である。

調査結果ほ、表25．26のとおりであるn本装置の許風機能力の不足と思われるが、キュポラ炉

頂ウェットキャブブ集じん装置から多少の排煙があったため、炉頂集じん装置にフードをかぶせ径

300†肌の仮想煙道を設け、炉頂排出ガス量およびはいじん畳も測定した。

その結果、炉頂排出ガス量、　21．6N甘ど／皿inはいじん濃度1・49伊／Nポが排出されて

おり、装置の排風機能力等の再検討が必要であると思ゎれろ。

一3　5－
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図12．強制旋回気流塑集じん装置
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表25．キュポラ諸元および操業条件

溶解能力

送風量

原　材　料

配合割合

＼
‥
E
ち
b
l

ト
エ
ミ
心

′

／

′

し

サイクロン型

燃焼炉
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コI

測　 定　 箇　 所 集じん積出口　 ‡　 キュポラ炉頂

判 定 年 月　 日
t　　　　　 、4 7　 9． 2 7

水　　　　　 分 2 3．7 ％

排 ガ ス 温 度 1 1 1 ℃

流　　　　　 速 1 1．5 現／s e c

煙　　 道　　 径 6　2　0 7花m 3　0　0 打‖乃

排 ガ ス 流 量 1 4 7 N 兢 i n 2 1．6 N 戎／／㌫i王l

n

】 ⊥
l

1．2　2 1．4　6

ほいじん量　　　　 2 1．2　6 1．5 1

（伊／N 正）　　　 3 i．0　7

　 4

皇平 均 事

0．7　5

1 1 7 1．4　9

1－4　ま　と　め

1－4－1　集じん装置について

以上列記した集じん装置測定結果から、何らかの結論を求めるとすれは、次のようになる。

（1）各装置の実例は、殆んど何らかの形で2程以上の集じん機構が組合されており、操業条件も

ー定でなく、各装置の性能を比戟することはむずかい、が、単なる水洗方式あるいは、乾式遠心力

のみによる集じん方式では、現行条例規制値を満足することはむずかしい。水膜あるいは水屑通過

方式を併用すること把より、かなり性能を向上することができるようである。

（2）洗浄集じん装置においてほ、気液接触あるいほ液滴に、せっかく摘果したはいじんを、気流

の流れとともに含じんミストの形で排出する場合が多いので、最終段に用いられる気液分離の機能

を高めることにより、集じん其置の性能ほ著しく高まる。

（3）集じん機構と採集ダスト粒径分布との関係は、表27のとおりであり、R。Si。－R。fnmler

の分布式

Rニe－bDpnXlOO

＝10‾bb。nXlOO……………（1）

（1）式の対数を2藍とった

・乙og（2－LogR）＝nJe／OgDp十Logb′……・”（2）

から求めた。係数b′の億は、

－　3　7－



水屑一水膜通過　　＋

マルチサイクロニ／集じん ＞
となり、また、指数nの値は、

水屑・水膜通過　　＋

マルチサイクロン集じん ＜

水屑・水膜

通過集じん

水屑・水膜

通過集じん く

水洗集じん

水洗集じん

となり、捕集性能の良い集じん機構ほどb／の値は大きくなり、nの債ほ小さくなる。即ち、粒直の

小さい、巾広い分布をもつダストの捕集が可能なことがわかる0

表27．集じん機構と捕集ダスト粒径分布との関係

水洗浄

14　0／上

集　じ　ん機構

積算3　6．8％粒径

R＝e－bDpnXlOO

＝10－bDpnXlOO

における係数b′と

指数nの値

排出はいじんの例

争集 じ ん 水膜 ・水屑通過集 じん
水膜 ・水屑通

！マルチク ロン

〟 1 〔）5 ／上 6　0 ／∠

× 1 0 【 4 2．3 7 × 1 0 － 3

1．1 2

4．O i X l

0．5 8

0 5 4 グ／グ／‡J 7ぱ 0．6 1 グ／ N 甘ぎ

遇および

1－4－2　排出ほいじんについて

キュポラ排出はいじんの重金属含量、重金属排出量ほ、図13・14に示すごとく、キュポラ操

業条件、使用原料、作業工程等によるものと思われるが、大きな変動を示しているd即ち、ばいじ

ん中に鉄ほ10～25％、マンガンは1～15％　亜鈴は0・1～3％　鈴、ニッケルが0・01～

l．0％、錦、クロムが0・01～0，1％、バナジウムが0・003～0・03％　カドミウムがOtOOOl

～0．007％程慶含まれており、これが排出量は、鉄が40～5007花紳ポ、マンガン20～

2007花抑ポ、亜超3～10m抑ガ′忽0．5～3m抑ポ　ニッケル0・1～10？花細、鏑、

ク。ムがα3～107花抑ポ、バナジウム0．1～0．47花押、カドミウムは0・27花糾寸ポ以下が

排出されている○また、1時間当りキュポラから排出されるはいじん、重金属量は、衰28のごと

くなり、図15．16に示す川口地区鋳鉄儲物溶解炉の現況および川口地区キュポラ稼動状況から、

ぉぉまか把川口地区における1か月間のキュポラからのはいじん量を算出すると次のごとくなる0

即ち、ウェットキャップ集じん装置（水洗浄集じん）をつけたもの196基、無集じんキュポラ

108基の1日当り禄劾時間を平均3時間とし、隔日稼動しているものとして、1か月の総排出ほ

いじん量は約250トンに達し、これを工場密集地域20軋虎における排出量に換算すると、1Kポ、

－　3　8－
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図13 キュポラ排出ぼいじん中量金属含量
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月当り約12トンとなる。これに対し将来、全キュポラに対し、県東例規制値を満足する程度の湿

式洗浄簸じん装置を設置した場倒ま、1カ月当り総排出はいじん量は、約50トン、工場密集地域

1岨月当りの排出量は約2．5トンに減少させることが可能となる計算となる01

以上、調査件数が少なく、かつ、操業条件等により、はいじん排出量等にかなりの変動があるが

集じん装置によって川口地区の粉じん公言ほ、大いに磨滅されるものと思われる0
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図15．川口地区鋳鉄鋳物溶解炉の現況（川口鋳物工業協同組合調査1971■　5）
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2　環境調査

2・1調査期間

昭和47年6月～昭和47年8月

2・2調査地点

浮遊粒子状物質の測定は図17で示される市内5カ所で行った。又降下はいじんの測定は

図17で示すように市内19カ所で行った。

2・3試料の採取方法及び分析方法

（a）浮遊粒子状物質

（イ）試料の採取

市内5カ所シエノレター付ハイポリウムエ7サンプラーを用いて24時間連続サンプリン

グを行った。サンプリングは6～8月の間1カ月に1回行った0使用したろ紙は比較的金

属含有量の少ない東洋野瀧GBlOOR（ガラス繊維ろ紙）である0

（ロ）分析方法

ガラス繊維炉耗の吉を低温灰憾で機物の分解折ったのち塩酸・過酸化水素で分解

抽出をし抽出薇を蒸発乾固寸前まで濃縮Lて硝酸ぐ2＋98）で加温溶解し試験溶液とし

た。分析は原子吸光法である。

ii）ベ／ゼン可溶性成分

試料の42％をソックスレ一拍出器を用いてベンゼソで8時間抽出を行ったo

ili）水溶性成分

．試料の8％をフラスコに入れ蒸留水を加えて還流冷却器をつけて90分間加熱したのち、

ろ過して全量80爪蝕した。

硫酸イオンの定量は比濁法で硝駿イオンの定量は24キシレ）－ル法である0

（b）粒径利浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質が人体に与える影響を考えるとき、その濃藍・化学的組成・性状を知ると

共に粒径分布を知る必要がある0それで紀本電子製カスケードセントリピーターを使って粒

径別浮遊粒子状物質の捕集を試みた0このカスケードセ／トリピーターは4段階に粒子な分離

する。捕集される粒子径は、第一段階では、14β以上、第二段階では13■9β～4〟を、第

三段階では3．9β－1．2βそして最終最戸紙は1・2β以下の粒子を集めるようになっている。

35且／皿inの吸引流速で1週間連続してサンプリングを行い粒径別重量濃度及び重金属量
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己は

を求めた。分析方法は前記の通りである。しかし使用した折紙はワクトマン・グラスファイバー

炉紙GF／Aで亜銘のブランク債が高すぎて、亜鉛の定量はできなかった。

（c）降下はいじん

市内19カ所把直径22仇のポリエチレン製ダストジャー（バスケット塾）を設置して降下は

いじんの測定を行った。測定期間は6～8月の3カ月間である。藻の発生を防止するため、10

％p一クロルフェノールヾ　アルコール溶液10況gを加えた。測定項目は、不溶解性成分の総竜及び

重金属量、溶解性成分の線量、SO∴cヱー及び重金属量である。

I（。）浮遊粒子状物質内容成分測定凝果を表29把示した。総粉。ん組の平均値は、17榊研

であり、戸老を除いて他の4地点にあまり差が見られない。7月の値が低いのは、採取日の天候

が曇時々雨で平均風速4m以上のためと思われる。測定点別各金属の濃度パターンを図18に示

Lた。各測定点もほぼ同じような濃度パターンであり、その濃度贋位は鉄（2～i2〟炭／朝）、

亜鈴（0．3～2．3β研）、糸（0．2－1．9βタ／旬）、マンガン（0．2～2．3β免／儲）、銅（0．5～

0．25〟研）、バナジウム（0・03～0・1如才／儲）、ニッケル（0，02～007再レ局）、クロム

（（0月1～0．05β緋）、カドミウム（0，005～0．02〟伊／ポ）の慣である。特にFe、Zn、Pb、

Mnの療変ほ工場寄集地区とその周辺地区で、苦らかに差が見られる。又粉じん中の重金属含有

量（％）を表30に示した。表30及び図19でわかるように各測定点の組成パターンはほぼ同

じ頗向を示しているがやはり工場地帯の瀞じんには、Fe、Zn、Pb、M宣が多く含まれてお

り、特把鋳物工場密集地帯ではM□の割合が多いのが注目される。

（t））次把粒径別浮遊粒子状′物質の測定結果な表31に示した。粒径分布をグラフに表わしたのが囲

20である。巨訂からわかるように戸壕を除く他の三地点は、よく以た粒径分布をしており、ど¢
t
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ご分離

地点でも肺の深部に達して沈着しやすい1ノ上前後の瀞じんが非常に多いことが、わかった。次に

表32、33に粒径別にみた重金属濃度及び粉じん中の重金属含有量測定結果を示す。各金属の

粒径別分布をグラフ忙したのが図21－イ、ロ、ハ、ニであり各金属把よって異なった特色ある

粒径別分布を示しているが、戸塚を除く他の三地点ほ、よく似た傾向である。鉄はピーク値が

4・0β～13・9βにあり比戟的粒径の大きい粒子が多いことがわかった。戸壕の粒径分布ほ鉄に

ついて一般的把言われている分布を示しているが、他の三地点では、1．2β以下の細かい粒子も

相当量あり、発生源であるキュポラの影響のためと思われる。逆に表34よりあきらかなように

：、第　　鉛、マンガン、鋼は、非常に細かい粒子か多く、1．2〟以下が鈴の場合約80％、マンガン80

、る0　　　％、銅70％近くを占めている。マンガンの場合、キュポラ密集地常にある市民会館と飯仲小学

≧属量　　枚の粒径分布ははば同じであり、少し離れている鋳物試験場は割合に似た傾向を示しているが、
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遠く懸れている戸塚は異なった分布をしていて、マンガン畳も発生源灯近い程非常に多いなど、

発生源であるキュポラと密接なることが推察できる。

鉛の場合、市民会館と鋳物試験場がよく把た分布をしているが、これは交通量の多い道路把近

いことなどより、発生濠としてキュポラのはか自動車排ガスの影響が考えられる。
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こど、

i把近 図Ⅰ7，測　定　地　点

設置場所

1領家小学校

2　下水処理場

3　ナキ公民館

4　元都南小学校

5　元凰；中学校

6　朝日小学校

7　十二月田小学校

8　川口市役所

9　本町小学校

10　再小学校

11飯仲小学校

12　青木北小学校

13　青木浄水場

14　上青木中学校

15　鋳物試験場

16　芝西小学校

17　クリーンセンター

18　新郷小学校

19　戸塚公民館

20　川口市民会盤
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表30．粉じん中の重金属含有量

（単位　％）

　 金 属

地 点
F e Z 王1 P b M n C u Ⅴ N i C r C d

戸 塚 公 民 館 2 ．9 0 0 ．4 4 0 ．2 1 0 ，1 4 0 ．0 5 7 0 ．0 4 4 0 ．0 2 0 ′0 ．0 1 0 0 ．0 0 6

鋳 物 試 験 場 3 ．5 0 0 ．6 0 0 ．2 0 0 ．1 6 0 ．0 8 9 0 ．0 4 5 0 ．0 2 1 0 ．0 1 3 0 ．0 0 5

飯 仲 ノ」＼学 校 4 ．3 7 0 ／7 3 0 ．5 1 0 ．4 6 0 0 6 9 0 ．0 4 4 0 ．0 2 0 0 ．0 1 3 q ．0 0 6

川 口 市 役 所 3 ．9 5 0 ．6 8 0 ．2 7 0 ．4 6 0 ．0 5 6 0 ．0 4 4 0 ．0 2 8 0 ．0 1 8 0 ，0 0 6

元 郷 中 学 校 3 ．9 5 0 ．7 2 0 ．2 5 0 ．1 8 0 ．0 4 5 0 ．0 5 7 0 ．0 2 6 0 ．0 1 5 0 ．0 0 5

表3ユ．粒径別浮遊粒子状物質測定結果

＼ ＼ 、

＼ ＼、＼、、

霊 （h

＼

川 口 市 立 図 書 館 飯 仲 小 学 校 鋳 物 試 験 場 戸 塚 公 民 館

〟才／ ガ ％ 〃伊 ／ ㌦ ％ β♂ ／ ポ ％ 〟グ／ ポ ％

1 如 上以 上 8 ．9 1 0 ．5 9 ．8 8 ．7 7．0 1 1 ．0 5．8 9 ．4

1 3 9 ノ上
垣 2 5 ．1 2 9 ．8 4 5 2 4 0 ．1 3 3 ．9 3 7 ．7 1 1 ．2 1 8 ．2

3 ．9 ／i
匝

1．2 ノj

1 3 ．3 1 5 ．8 1 7 ．2 1 5 ．3 9．5 1 4 ．9 1 0 8 1 7 ．5

1．2 以 下 3 6．9 4 3 ．9 4 0 ．4 3 5 ．9 2 3 ，0 3 6 ．4 3 3 ．9 5 4 9

計 8 4 ．2 1 0 0 ．0 1 1 2 ．5 1 0 0 ．0 6 3 ．4 1 0 0 ．0 6 1 ．7
⊥ 竺竺

－5　0－
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襲34．金属の粒径分布

粒　 径 F e M n P b C u

川 口 市 立 図 書 館

1 4 β 以 上 6 ．0 1 ．2 0 ，8 3 ．7

4 ．0 β－ 1 3 ．9 ／l 3 7，5 6 ．5 7 ．0 1 4 ．8

1 ．2 β～ 3 ．9 β 1 4 ．6 8 ．3 1 0 ．0 1 1 1

1 ．2 β以 下 4 1 ．9 8 4 ．0 8 2 ．2 7 0 ．4

鋳 物 試 一験 場

1 4 ／‘以 上 6 6 2 ．3 1 ．5 4 ．6

4 ．0 ／l′－ 1 3 ．9 ／‘ 4 3 ．2 1 8 ．0 6 ．1 9 ．3

1 ．2 β～ 3 ．9 ／J 1 0 ．8 7 ．8 9 ．1 9 ．2

1 ．2 β以 下 3 9 ．4 7 1 ．9 8 3 ．3 7 6 ．9

飯 仲 小 学 校

1 4 ／上以 上 6 8 1 －0 3 月 7 ．9

4 0 ／J′－ 1 3 ．9 ／J 4 5 ．6 5 ．5 1 3 ．5 2 3 ．8

1 ．2 ／‘～ 3 ．9 〟 1 7．2 臥 1 1 6 ．0 9 9

1 ．2 ／∠以 下 　 3 0 ．4

H

8 5 ．4 6 6 ．7 5 8 ．4

戸 塚 公　 民 館

1 4 ／‘以 上 3 3 ，8 1 4 ．7 1 5 ．4 1 3 8

／1．0 ／上～ 1 3 ．9 ／‘ 4 9 ．4 2 0 ．2 1 8 ．5 1 7 ．2

1 ．2 ノl′－ 3 ．9 ノj 8 ．9 4 7 ．7 3 3 、8 1 3 8

1 ．2 ノ上以 下 7 ．9 1 7 ．4 3 2 ．3 　 5 5 2

H



（c）降下かじん（ダストジャ掘）の3カ月平均値を衷35に示七た。乎媚ま10ton／

翫巨／月でせの華囲は5～21tomパ摘・／月てある0周辺地区5カ所の平鯛を1＝としたとき

の工場密集偵の指数は147となり、明らか虻場密集墟の汚染が指摘できる0同様に、

降下はいじん中の各重金断ついて周辺憾な100としたときの工場密集地卯指数をみる

と、Fe144、MI－152、Zn120、Cu120、Pb140、Cr146、Ni

151、Cd138、V149となり、各金属とも工場密集地壊の汚染は明らかである0郎、

マンガン、ニッケルの指数が高く、キューポラ排出はいじん把よるものと思われる。降下ばい

じん量、不溶解成分、溶解性成分の割合を地図上に示したのが図22であり、総量蛸する不

溶解成分の剖触73・3％で、工場密無地域は平均736％その周辺地域72％で差がない0鯵

又硫酎オンについてみると、細工場周辺より化学工場の多い領家地区（剰定点1，2－3，4）

が高い値を示したのに対し、塩素イオンは、あまり差が見られなかった【一

陣7ばいじん中の重金属量（3か月平均値→を表36に示した。その濃度順位は巌（20ひ－

800kみ化か月）、謝（20～50kみ化か月）、マ／ガ／（5～16k洗爪か月）＼

酎5～i5k針榔月）、鎗（4～10k研か月）、ニッケル（0・8～2・8kわ化か月）、

クロム（0．8～2・Okみ化か月）、カドミウム（0↓～α2kタ／触月）である0眼脚中の

風配囲を図23に示したが、主風向は南西の風であり、発生源と汚染の広がりの関係が濃度

分布図（図24（イ）・回）から推察できる0

各金属の全量蛸する可溶性分の割合は鉄6・6％、マンガン4∈・7％、亜鉛62・5％、銅

77．1％、袋35・5‰クロム24・6％、ニッケル▲t6・7％、カドミウム75％であって、こ

の割合は工場密集地域とその周辺地域と比戟してみたが、ほとんど差がなかった0

降下はいじん中の各金属の割合せ表37に示した03か月分の平均値を示したが月により相

当のバラツキがあるが、全体の朗としては総量に対して鉄4・46％、繍0・36％、マンガ

州10％、銅…84％、錮059％、ニッケルOtO15％、クロム0－012％、カドミ

ウム0、001％で表よりわかるように、工場密集地域と周辺地竣とでは各金属の割合鵬まり

かじん中の金属の割合啓浮遊粉じんと降下かじんと比較してみると、鉄は降下はいじん

の方に多く含まれており、亜鉛はあまり差がみられないの蛸して、錮浮遊軋んに多く含

まれている。又、マンガンは発生源であるキュポラの近くでほ、浮遊机んに多く含まれてい

るが他の場所では差がみられない0

－6　0－



n／　　　　　　表35．降下ほいじん測定結果

．とき

≧00－

より相

マンガ〉

カドミ

あまり

（3ケ月平均値）

設 置 地 点

ト か じ ん

総 量

不 溶 解 性

総　 量

溶 解 性

総　 量

S O 三－ C ヱ ‾

工

領 家 ／j＼ 学 校 6．7 0 3 ．5 1 3 ．1 9 1 ．3 9 0 ．3 0

下 水 処 ≡翌 場 7 8 5 4 ．9 8 2 ．8 7 1 、2 0 0 ．3 3

ナ　 ギ 公 民 館 9 ．7 7 6 ．3 5 3 ．4 2 1 ．5 1 0 ．3 2

元 都 南 小 学 校 1 0 ．8 5 8 ．2 7 2 5 8 1 ．0 0 0 ．3 3

元 郷 中 学 校 5．0 8 2 ．9 9 2 ．0 9 0 ．7 3 0 ．2 6

場

密

集

地

朝　 日　 小 学 校 1 3 ．5 2 1 0 ．0 8 3 ．4 4 1 ．1 6 0 ．4 1

十 二 田 小 学 校 2 1 ，3 1 1 7 ．5 4 3 ，7 7 0 ．9 5 0 ．5 8

川　 口 市 ノ役 所 6．1 6 4 ．1 3 2 ．0 3 0 ．6 1 0 ．2 9

本 町 ノJ＼ 学 校 1 7．1 9 1 3 ．6 6 3 5 3 0 ．9 0 0 ．6 1

南　 中　 学　 校 8 ．1 8 5 6 9 2 ．4 9 0 ．8 1 0 ，6 8

域 飯 仲　 小 学 校 1 6 ．3 3 1 2 ，7 1 3 、6 2 0 ．9 8 0 、5 3

青 木 北 小 学 校 9 3 5 6 ．9 6 2 ．3 9 1 ．1 2 0 ．3 0

青 木 浄 水 場 7．1 0 4 ．7 6 2 ，3 4 0 ．6 8 0 ，3 2

上 青 木 中 学 校 1 5 ．4 5 1 2 3 8 3 ．0 7 0 ，6 9 0 ．4 7

平　　　 均 1 1 ．0 6 8 ユ 4 2 ．9 2 0 ．9 8 0 ．4 1

周

鋳 物 試 験 場 5．1 7 3 2 5 i ．9 2 0 て 5 0 ，3 」

芝 西 ′j＼ 学 校 4 ．8 8 3 ．0 6 1 8 2 0 ．6 8 0 ．2 3

■　 辺 グ リー ン セ ン タ ー 6 ．7 7 4 8 4 1 ．9 3 0 ．5 6 0 ．3 7

地 新 郷 ′ト 学 校 1 4 ．7 4 1 1 ．9 6 2 ．7 8 0 ．6 9 0 ．3 7

域 戸 塚 公 民 館 6 ．1 6 4 ．0 5 2 ．1 1 0 ．4 0 0 ，6 9

平　　　 均 7．5 4 5 ．4 3 2 ．1 1 0 ．6 2 0 ．4 0

全　 平　 均 1 0 1 4 7 ．4 3 2 ．7 1 0 、8 8 0 ．4 1
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囲23　風　配　図
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図24（イ）降下はいじん中の鉄の濃度分布
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囲24（ロ）降下はいじん中のマンガンの温変分布
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川口地区におゆるキュポラによる大気汚染の状況を把握するため、浮遊即んおよびその粒径分

布、降下はいじん、ならびに、それら粉じん中の重金属含量等欄査したが、測定期間が夏期3カ

月間の短期間であったこと、測定場所、測定位置等に若干の問題が烏ったが、概要次のことがわか

った。

（1）

戸フ≡≡琴璽

浮遊鋸んは、田園地帯の戸塚公民館とその他の地点でほ明らか灯差が認められ、重金濃鼠

ぉよび瀞じん中重金属含量にも顕著な差がみられた0

（2）浮遊瀞じんの粒径分布は、戸塚公民館と他の地点では異った分布を示した0また、各金属の

粒径別分布も臭った分布を示しており、キュポラ密集地帯にある飯仲／博校と市民会館の金属

分布がほぼ同じであることから、発生源であるキュポラの影響であると考えられる0

（3）降下はいじんについても、工場密集地域14カ所の平均値と、その周辺地域5カ所の乎鯛

で明らかな差がみられ、各重金属についても明らかに差がみられた0

以上各調査結果とも、工場密集地域とその周辺地填では明らかな差が指摘できる0特にマ／

ガンについては特異的な顧著な差がみられ、発生源調査の結果、キュポラ排出はいじん中に、

鉄（10～25％）、マンガン（1～15％）が多量に含組ていることから、キュポラによ

る汚染を調べる一つの指標とすることができるものと思われる0

今回の調査は、短期間のため、資料としでは不十分であり、今後冬期間の汚染の実態やアン

ダーセンサンプラーを使用し∴て、より詳細な粒径分布を知ることにより、人体への影響などを

調べる必要があると思われる0
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